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■2017年度事業状況報告 
 

当財団の目的は、｢民族学・文化人類学等の振興を図るため、関係諸機関と連携しその普及に努める。   
それらの活動を通して人類の多様な社会や文化に対する市民の理解と教養を培い、社会の発展に寄与  
する。｣と定められ、その目的を達成するための各種事業を推進するとともに、現代社会の諸問題を解く
鍵として、文化人類学・民族学の視点を活かし、国立民族学博物館をはじめ各種研究機関と連携し、文化
振興や次世代育成等さまざまな社会貢献活動に取り組んでいる。 
 
 
1.民族学・文化人類学等普及事業 
一般市民を対象に民族学・文化人類学の普及のため、国内唯一の民族学・文化人類学の研究センターで  
ある国立民族学博物館の協力のもと、学術情報をわかりやすく提供する各種事業を企画・実施 

1）｢梅棹忠夫アーカイブズ資料の整理及びそれに基づく基礎データの整備｣を協力した。 
別紙 1：業務報告 

2）民族学・文化人類学の研究促進・普及を目的とした図書の企画として、家庭学術雑誌である機関誌 
  『季刊民族学』4号（160 号～163 号）を編集、発行した。 

別紙 2：機関誌『季刊民族学』目次 

3）民族学・文化人類学の普及を目的とした各種講演会・セミナー等を企画・運営した。 
   別紙３：｢国立民族学博物館友の会｣ 講演会等開催内容  
 
 
2.国立民族学博物館利用促進事業 
国立民族学博物館の利用促進を目的として、一般市民を対象にした各種協力事業を実施 

1）国立民族学博物館の展示理解向上及び普及のための教材制作及び頒布事業を実施した。 
  ① 新版『展示案内』の編集業務を受託し実施 
  ② 国立民族学博物館の展示理解向上及び普及のための教材制作及び頒布事業 

ミュージアム・ショップの運営：国立民族学博物館の映像資料の複製発行及び頒布、レプリカ、 
ポストカード、記念品等の制作及び頒布、現地産民族資料及び民族学・文化人類学関連図書 
の頒布をおこなった。 

2017 年度教材頒布の取扱い内容： 
□ レプリカ、ポストカード類： 
 内容）砂金の分銅、館銘石、儀礼用マント、ポストカード 
□現地産民族資料（約 100 カ国） 
内容）芸能・儀礼資料(仮面、楽器他)、生活資料(衣類、嗜好品、装飾品他) 

□ 民族学・文化人類学関連図書・映像音響資料 
内容）図書約 4,000 種、民族音楽等の CD・DVD 約 50 種 

□記念品（オリジナル・グッズ）、便宜共用品 
内容）クリアファイル、一筆箋、Tシャツ、レターセット、スタンプ、 
   トートバッグ、切手、雨傘、乾電池他  
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2）国立民族学博物館の普及事業を各種実施した。 

①「国立民族学博物館友の会」の運営 
②「国立民族学博物館友の会」会員の増強  

2017 年度友の会増強への取り組み 
＜国立民族学博物館友の会制度一部改定2018年4月スタート＞ 
市民による博物館への支援と積極的な活用を目的とし、友の会制度を一部改定した。多くの方々
に幅広くご参加いただき、文化人類学及び民族学、国立民族学博物館の活動に関心を持っていた
だく機会を増やすため、「正会員」へのサービスを拡充するとともに、「ミュージアム会員」を
あらたに設けた。民博紹介を兼ねた｢ミュージアム会員｣のチラシの作成、近隣の施設へ設置した。 
 ・｢博物館活動を支援する会員｣： 維持会員（個人、法人）正会員（個人、法人） 

   家族会員（正会員個人の同居家族に限る） 
   ・｢博物館を活用する会員｣：    ミュージアム会員、みんぱくフリーパス  

・｢キャンパスメンバーズ｣ 
         ※機関誌『季刊民族学』本体価格2,500 円に改定 

③ 国立民族学博物館開館及び友の会発足 40 周年記念事業｢みんぱく大集合｣を実施した。 
   別紙 4：開催内容 
④ 国立民族学博物館広報誌『月刊みんぱく』の編集協力・制作及び編集事務を受託し実施した。   
⑤ 国立民族学博物館オリジナルカレンダーの制作及び広報普及活動をおこなった。 
⑥ 国立民族学博物館外部広報事業 カレッジシアター「地球探究紀行」の開催協力をおこなった。 
  国立民族学博物館のさまざまな研究テーマで、わかりやすくたのしめるプログラム 
   会場：あべのハルカス近鉄本店ウィング館 9階 Space 9 
  主催：産経新聞社 共催：近鉄文化サロン、スペース 9 
  特別協力：国立民族学博物館、千里文化財団  別紙 5：開催内容 

3）国立民族学博物館来館者の学習支援事業 
① 展示案内学習支援等業務を受託し実施した。 
② 研究資料整理・情報化及び利用管理業務を受託し実施した。 
③ 民族学資料共同利用窓口業務を受託し実施した。 
④ 国立民族学博物館開館及び友の会発足 40 周年記念事業として、「みんぱくウィークエンド・ 
   サロン─研究者と話そう」を共催として実施した。 
⑤ シャトルバス利用者の誘導・看視及び案内等業務を受託し実施した。 
⑦ 関連催し物の開催支援各種業務を受託し実施した。 

JICA｢博物館とコミュニティ開発｣コースシンポジウム（ミュージアム・レポート発表会） 
実務業務、同コース「ミュージアムショップマネージメント、商品開発」講義指導（10 月） 
開館 40 周年記念シンポジウム準備・運営に係る業務（3月） 他 

4) 国立民族学博物館活動に協力する各種事業 
   国立民族学博物館特別展及び企画展に対する協力として各種広報活動を実施した。 
   開館 40 周年記念特別展「ビーズ─つなく かざる みせる（2017 年 3/9～6/6）」、｢よみがえれ！ 
  シーボルトの日本博物館｣（2017 年 8/10～10/10）、｢太陽の塔からみんぱくへ｣（2018 年 3/8～ 
  5/29）の各種広報活動を おこなった。 
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3.博物館活動支援及び調査研究事業 
博物館に集積された知的財産を活用するプログラムを企画し、そのあり方を調査研究するとともに博物館
活動を支援 

1) 博物館に集積された資料と情報の活用方法及び博物館等の連携のあり方に関する調査をおこなった。 
    ① 出前授業プログラム開発及び普及 
 2017 年度実施した出前授業： 

プログラムはいずれも「オーストラリアのブーメランをとばそう」 
  ・7月26日（水）南山城村京のまなび教室「Ｙａまなびclub」 

 （相楽東部広域連合南山城小学校）16名（1～6年生：12名、教員：4名） 
   ・8月2日（水）やわた放課後学習クラブ（八幡市立さくら小学校） 

  13名（5～6年生：10名、教員：3名） 

     ② 各地の博物館等の施設を活用する巡回展 
     2017年度実施した巡回展： 

 石川県立歴史博物館 夏季特別展「イメージの力 ―国立民族学博物館コレクションにさぐる」 
会期：2017 年 7 月 22 日(土) ～ 9 月 3 日(日)  44 日間  
入場者数：4,883 人 
別紙 6：巡回展｢イメージの力｣開催報告 

2）博物館運営や展示のあり方に関する調査研究 
  指定管理者制度における博物館運営に関する調査、巡回展のための什器に関する調査、博物館に 
  おけるミュージアム・ショップの役割に関する調査をおこなった。 

3）各地の博物館展示案内等の編集業務 
  日本生命財団より、東北歴史博物館展示案内『共生と対立─海と大地をめぐる物語』 
  （2018 年 2 月 23 日発行）の編集協力を受託し実施した。 
 
 
4.地域活性化、文化振興協力事業 
多様な文化の振興をめざし、各種文化活動に協力した。 

1） 松下幸之助記念財団から、第 26 回「松下幸之助花の万博記念賞」選考に関する業務を受託し 
  実施した。 

5 月：選考委員会の開催   6 月：推薦人へ推薦の依頼文書送付  
8 月～9 月：推薦内容の集約及びまとめ  10 月：選考委員会の開催 
参考）2018 年 2 月 3 日：第 26 回「松下幸之助花の万博記念賞」受賞式 

2）｢日本展示学会｣の事務業務を受託し実施した。 
 会員管理、理事会・総会・研究大会（6月）及び「展示論講座」（ 9 月）の開催協力 

3）同人雑誌『千里眼』の編集を受託し、第 138 号～第 141 号の 4号を発行した。 
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別紙 1 - 1 
 

「梅棹忠夫アーカイブズ資料の整理及びそれに基づく基礎データの整備」業務報告 
   （2017 年 4 月～2018 年 3 月） 

■整理と基礎データ整備 
・ 国立民族学博物館ホームページで公開中の梅棹アーカイブズ「全リスト」の「6. 一件ファイル」（梅棹
が関与した事業一件書類をファイルにしたもの約 1 万件）は、五十音順に配列されている個々の資料、
約 2,174 件の内容確認、点検をおこなった。これらは順次、現物ファイルの棚位置を確定し、「保管台
帳」と「Web公開用リスト」の整備をおこなう。また、確認や点検により不足が判明した「著作業績」、 

 「引紹批言」等は、現物資料の補填やデータベースを更新した。 
・「8. 現地調査ファイル」は、1940 年代の「奈良県磯城郡平野村調査」をはじめ、1950 年代の「北 
 白川の生態学的研究」、1960 年代のアフリカ学術調査中に作成した「比較宗教論のカード、メモ」 
 などの整理。また、調査に関連した、家庭論、女性論、情報産業論を重点的に整理し、基礎データ 
 整備をおこなった。 

■資料目録作成 
「8. 現地調査ファイル」などの資料デジタル化（撮影、画像データ作成）対象資料の内容、順番、他資
料との関連などを確認。資料種別、資料名、年代、キーワードなど（24 項目）の情報を付与し、約 840
レコードの「資料目録」を作成した。 

■資料のデジタル化（累計 約 43,000 コマ） 
原資料のデジタルデータ（画像、画像目録）を作成した。民族学研究用データ仕様のための撮影専門業者
への作業指示、検収（全 10 回）をおこなった。内容はつぎのとおり。 
1）現地調査ファイルほか：「平野村調査カード_2」から始め、「比較宗教論_カード、メモ_［1963- 
 1964］」までの 44 フォルダー、3,204 コマ。 

2）梅棹業績資料：1957 年～1961 年半ばまでの著作 281 フォルダー、1,666 コマ。 

■国立民族学博物館ホームページでのWeb公開 
《データベース『梅棹忠夫著作目録 （1934～）』ページの更新》 
 資料整理・整備を経て明らかになった情報をもとに、レコードの新規登録、更新など（119 件） 
《『梅棹忠夫アーカイブズ』ページでの新規公開、更新》 
【新規公開 3 件】  
1）リスト：「カバーページ」に「利用成果物一覧」掲載（更新継続中）。 
2）リスト：「3. 著作物の二次利用のリンク先リスト」。 
3）画 像： 内モンゴル調査資料フィールド・ノート(46 点)を、「見開き」掲載に変更。 
4）画 像：「動物分類実習（瀬戸）ノート」 
【更新】1）「カバーページ」の文言修正 2）「0. 全リスト」 
 
■対応した利用状況 
内 容：資料内容や利用相談、研究支援、問い合わせ、閲覧、展覧会開催（展示、広報等）、資料寄贈、

見学、書類申請など。 
期 間：2017 年 4 月 1 日～2018 年 3 月 31 日 件 数：271 件 
19 項目（上記項目含む）の情報を付与した「梅棹アーカイブズ利用状況表」を作成した。また、「利用   
状況」を反映した「平成 29 年度 研究アーカイブズ資料利用状況調べ」は国立民族学博物館に提出した。 
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別紙 1 - 2 

 

■研究、展覧会開催、広報等の支援（「利用状況表」から抜粋） 
・端信行名誉教授の京都大学アフリカ学術調査隊事務局資料（かつて京大人文研の梅棹研究室で保管）の 
 整理（テキスト化、リスト作成）を引き続き支援、協力中。 
・ 梅棹が執筆予定だった、「世界の宗教」（全 12 巻 1969.5-1970.8 淡交社）第 12 巻『日本人の宗教』 
  の資料確認、追跡調査などを中牧弘允名誉教授にお願いしている。これら資料をもとにした中牧名誉 
 教授の『千里眼』掲載記事の執筆準備などの支援・協力を継続中。 
・開館 40 周年記念特別展『太陽の塔からみんぱくへ―70 年万博収集資料』（2018 年 3 月 8 日～5月 
29 日）への情報提供、支援・協力（閲覧、資料撮影、広報用チラシ、展示、図録での利用相談や資料 
提供、書類作成等）を継続中。 

・国立民族学博物館・友の会発足 40 周年記念「みんぱく大集合」での「梅棹資料室 見学」対応。 
参加者は、午前の部 14 名、午後の部 15 名。 

・開館 40 周年記念式典、祝賀会出席者の勝井三雄（グラフィックデザイナー）など、見学者応対。 
 ・山本紀夫名誉教授の研究会「応答の人類学」での「梅棹忠夫」に関する研究発表支援ほか。 
 ・京都大学学術出版会発行の、田中和子（編）『探検家ヘディンと京都大学―残された 60 枚の模写が 
   語るもの』への資料利用相談やデータ提供。 
 ・『日本中東学会設立の頃―30 周年記念座談会（2014）の記録 』に情報提供など。 

 
■資料利用の支援と成果物（2017 年 4 月～2018 年 3 月 18 件） 
利用支援をおこなった成果物はつぎのとおり。 
1）久保正敏（著）「梅棹アーカイブズから―インドから生態史観を構想する」『季刊民族学』 
 第 41 号第 2 号 通巻 160 号 77-78 頁 2017 年 4 月 千里文化財団 

2）小長谷有紀（著）『ウメサオタダオが語る、梅棹忠夫―アーカイブズの山を登る』「叢書・知を 
   究める」11 2017 年 4 月 ミネルヴァ書房 
3）中牧弘允（著）「梅棹忠夫の『日本人の宗教』（二）」同人誌『千里眼』第 138 号 142-153 頁  
  2017 年 6 月 千里文化財団 
4）中牧弘允（著）「梅棹忠夫の『日本人の宗教』（三）」『千里眼』第 139 号 159-172 頁 
  2017 年 9 月 千里文化財団 
5）山中由里子（著）「物質文化を『翻訳』する―国立民族学博物館における展示解説の多言語化 
 実践現場から」『国立民族学博物館研究報告』42 巻 1 号 49-70 頁 2017 年 9 月 

6）小山修三（著）「大平正芳と梅棹忠夫： 地方文化拠点としての大平記念館」『巨鼇』第 21 号  
   172-175 頁 2017 年 10 月 観音寺一高同窓会京阪神支部 
7）小山修三（著）「大平正芳と梅棹忠夫： 地方文化拠点としての大平記念館」『燧』第 42 号  
 72-73 頁 2017 年 10 月 観音寺一高同窓会東京支部 
8）久保正敏（著）「梅棹忠夫アーカイブズから―民博の展示基本構想の参考となったヨーロッパの 
  博物館視察」『季刊 民族学』第 41 巻 2 号 通巻 162 号 99-100 頁 2017 年 10 月 千里文化財団 
9）梅棹忠夫（著）「『放送朝日』は死んだ」 左右社編集部（編）『〆切本２』 65-68 頁 
 2017 年 10 月 左右社 
10）中牧弘允（著）「梅棹忠夫の『日本人の宗教』（四）」 『千里眼』第 140 号 109-118 頁 
  2017 年 12 月 千里文化財団 
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別紙 1 - 3 
 
11）日本中東学会理事会内 30 周年記念冊子編集委員会（編集）『日本中東学会設立の頃―30 周 
  年記念座談会（2014）の記録』 2017 年 12 月 日本中東学会 
12）梅棹忠夫（著）KIM UK（訳）『知的生産の技術』（『知的生産の技術』韓国語版） 
  2018 年 1 月 AK Communications, Seoul. 
13）野林厚志（編）『国立民族学博物館開館 40 周年記念特別展 太陽の塔からみんぱくへ─ 
  70 年博収集資料』 2018 年 3 月 国立民族学博物館 
14）本多勝一（著）「止揚（アウフヘーベン）する探検家・梅棹忠夫を論ずる」『人間の契約― 
  この星の人類は自滅を避けるか？』「貧困なる精神」27 集 149-168 頁 2018 年 3 月 
  金曜日 
15）山本紀夫（著）『展覧会の研究「ラテンアメリカの音楽と楽器」展 アンケート調査を中心と 
  して』「国立民族学博物館調査報告 145」 2018 年 3 月 国立民族学博物館 
16）パンフレット『開館 40 周年記念シンポジウム 民族誌コレクションの役割とその未来 
  ―人間の理解にむけた博物館の挑戦』 2018 年 3 月 国立民族学博物館 
17）中牧弘允（著）「梅棹忠夫の『日本人の宗教』（五）」 『千里眼』第 141 号 138-144 頁 
  2018 年 3 月 千里文化財団 
18）山極壽一（著）「探検大学の源流―京都帝国大学と文科大学と東洋学」田中和子（編)『探検家 
    ヘディンと京都大学―残された 60 枚の模写が語るもの』155-157 頁 2018 年 3 月 京都大学 
    学術出版会 
19）梅棹忠夫（著）「21 世紀の世界のただしい理解のために」『国立民族学博物館友の会入会ご案内』 
  2018 年 3 月 千里文化財団 

■「引紹批言録」の整備 
 梅棹忠夫逝去後（2010 年 7 月 4 日以降）記事のレコード（約 700）整備。 
 該当リストは、2018 年度に公開予定。 

■修理対象資料選定など 
 デジタル化終了後の資料劣化進行を確認し、修理対象資料を選定（12 点）。該当資料は修理後排架して 
 保存保管の環境整備をおこなった。 

■みんぱく図書室と関連した整理 
書籍、逐次刊行物等の寄贈と、除籍依頼など。書籍は、「図書整理カード」を作成し、6 点の寄贈手続
きをした。逐次刊行物は点検後に寄贈。『現代地理講座 第六巻 熱帯・寒帯・内陸の地理』など、3
件の除籍願いを情報課図書係に依頼。該当書は図書室蔵書から除籍され、梅棹アーカイブズとして管理。 

■写真資料の整理 
 データベース「梅棹忠夫写真コレクション（全 35,420 件）」（館内限定公開）のデータを確認して、 
 「注記」情報の更新準備をおこなっている。また、データベースに新たに追加する写真（紙焼き、 
 ネガ等）の整理を継続中。 
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国立民族学博物館友の会 講演会等 開催内容 
（2017 年 4 月～2018 年 3 月） 

 
①｢国立民族学博物館友の会｣講演会 
【大阪】毎月第 1土曜日 13：30～14：40（懇談会・見学会 14：50～15：30） 

会場 国立民族学博物館 
※2017 年 11 月は開館・発足 40 周年記念事業「みんぱく大集合」を開催したため、友の会講
演会は実施しなかった。 

 
第 465 回「つなぐ・かざる・みせる――ビーズにさぐる人類の多様な営み」 

【開館 40 周年記念特別展「ビーズ――つなぐ・かざる・みせる」関連】  
     2017 年 4 月 1 日  講師：池谷 和信（民博教授）   参加人数：45 名 

人類がおよそ 10 万年前に生み出して以来、世界の広範な地域で使用されているビーズ。 
素材や飾り方、用途や役割に着目し、人類の多様な営みをビーズを手がかりにさぐった。 

第 466 回「第二言語としての日本手話――実感・体感的手話言語案内」 
【手話言語学研究部門プロジェクト関連】 
2017 年 5 月 6 日  講師：飯泉 菜穂子（民博特任教授） 参加人数：32 名 
音声言語とは異なる音素・語彙・文法をもつ、独立した言語の手話言語。 
講師の経験に基づき、手話言語とはなにか、手話言語話者の文化について紹介した。 

第 467 回「人類史のなかの遊牧」【みんぱく名誉教授シリーズ】 
2017 年 6 月 3 日  講師：松原 正毅（民博名誉教授）  参加人数：48 名 
従来、遊牧の起源と動物の家畜化は同一視されてきたが、実際は家畜化に先行する営みである
と考えることができる。遊牧の起源とともに、人類におけるその意味を考えた。 

第 468 回「文明の転換点における博物館」【新館長就任記念】 
2017 年 7 月 1 日  講師：吉田 憲司（民博館長）   参加人数：54 名 
人類の文明はいま、大きな転換期を迎え、異なる文化を尊重しつつ、ともに生きる知恵が求め
られている。このような時代における博物館の役割について考えた。 

第 469 回「民族学で解く千里ニュータウンと大阪万博」【みんぱく名誉教授シリーズ】 
2017 年 8 月 5 日  講師：中牧 弘允（民博名誉教授）  参加人数：51 名 
千里ニュータウンの住民の多くは、60 年代に市内より移住してきた。千里丘陵における新旧
住民の文化的差異に着目し、70 年万博の開催、万博記念公園の意味を考えた。 

第 470 回「シーボルト父子が集めたアイヌ文化」 
【開館 40 周年記念特別展「よみがえれ！シーボルトの日本博物館」関連】 
2017 年 9 月 2 日  講師：佐々木 史郎（国立アイヌ民族博物館設立準備室主幹、民博名誉
教授）  参加人数：108 名 
19 世紀に日本を訪れたシーボルト。彼が収集したアイヌ資料は、質、量ともに当時の日本を
知る貴重な資料となる。シーボルト親子 2代にわたるアイヌ資料収集を紹介した。 
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第 471 回「カナダ先住民と建国 150 年――北西海岸先住民を事例に」 
       【開館 40 周年・カナダ建国 150 周年記念企画展「カナダ先住民の文化の力 

―過去、現在、未来」関連】 
2017 年 10 月 7 日  講師：岸上 伸啓（民博教授） 参加人数：40 名 
カナダ建国以来いまに至るこの間は、先住民にとって、国家と政治的な対立と妥協を繰り返した
150 年であった。北西海岸先住民を例に先住民にとっての 150 年を振り返った。 

第 472 回「巨石の島に生きる――インドネシア・ニアス島の家屋と集落」 
【第 90 回民族学研修の旅関連】 
2017 年 12 月 2 日  講師：佐藤 浩司（民博准教授）  参加人数：47 名 
島ごと、民族ごとに異なる個性豊かな木造家屋がつくられてきたインドネシア。ニアス島を例
に、インドネシアの伝統家屋、建築文化財が直面する課題について考えた。 

第 473 回「タヒチとイースター島―楽園と崩壊の対比」 
2018 年 1 月 6 日  講師：印東 道子（民博教授）   参加人数：64 名 
ポリネシアの島々は 10 世紀頃まで無人島であった。限られた環境下で、楽園とまで呼ばれた
有人島環境をつくりあげたポリネシア人の知恵を、タヒチを例に紹介した。 

第 474 回「日本文明の夜明け――梅棹忠夫と三内丸山遺跡」【みんぱく名誉教授シリーズ】 
2018 年 2 月 3 日  講師：小山 修三（民博名誉教授）  参加人数：74 名 
三内丸山遺跡の発見は、縄文時代の社会の在り方の再考を促した。梅棹初代館長は、三内丸山
を日本文明の黎明期に位置づけた。この仮説とその後の研究への影響を紹介した。 

第 475 回「藤戸竹喜の世界を深く知るために」【開館 40 周年記念企画展 アイヌ工芸品展「現れよ。 
森羅の生命（いのち）――木彫家 藤戸竹喜の世界」関連】 
2018 年 3 月 3 日  講師：齋藤 玲子（民博准教授）  参加人数：57 名 
熊を原点とする木彫家 藤戸竹喜の作品世界を、本人から聞き取った幼少期、青年期の話を交え
て紹介した。 

 
②｢国立民族学博物館友の会｣東京講演会 会場：モンベル御徒町店（東京） 
 
第 118 回「モンゴル高原における遊牧民の遺産」【第 89 回民族学研修の旅関連】 

2017 年 5 月 13 日（土） 講師：小長谷 有紀（人間文化研究機構理事、民博併任教授）   
参加人数：54 名 
遊牧は、動物を多角的に利用し、移動によって随時、自然や社会の変化に対応する柔軟性を備
えた生活様式である。史跡をたよりに平和構築に励んだ遊牧民の暮らしを考えた。 

第 119 回「文明の転換点における博物館」【新館長就任記念】 
2017 年 7 月 15 日（土）  講師：吉田 憲司（民博館長）  参加人数：51 名 
人類の文明はいま、大きな転換期を迎え、異なる文化を尊重しつつ、ともに生きる知恵が求め
られている。このような時代における博物館の役割について考えた。 
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第 120 回「巨石の島に生きる――インドネシア・ニアス島の家屋と集落」 
        【第 90 回民族学研修の旅関連】 

2017 年 11 月 23 日（木・祝）  講師：佐藤 浩司（民博准教授） 参加人数：38 名 
島ごと、民族ごとに異なる個性豊かな木造家屋がつくられてきたインドネシア。ニアス島を例
に、インドネシアの伝統家屋、建築文化財が直面する課題について考えた。 

第 121 回「カザフの食と儀礼――ひとの一生を彩る草原の恵み」 
        【北東アジア地域研究拠点関連】 

2018 年 1 月 27 日（土）  講師：藤本 透子（民博准教授）  参加人数：44 名 
広大な草原で暮らすカザフ人。遊牧民であった伝統を受け継ぐ彼らの食事は、乳製品や肉料理
の豊富さが特徴である。カザフ人の食文化とそこに込められた想いを紹介した。 

 
③みんぱく見学会（協力：国立民族学博物館） 
第 67 回 開館 40 周年記念特別展「ビーズ――つなぐ・かざる・みせる」 

2017 年 4 月 1 日（土）  講師：池谷 和信（民博教授）  参加人数：37 名 
第 68 回 開館 40 周年記念特別展「よみがえれ！シーボルトの日本博物館」 

2017 年 9 月 2 日（土）  講師：佐々木 史郎（国立アイヌ民族博物館設立準備室主幹、民
博名誉教授）  参加人数：80 名 

第 69 回 開館 40 周年・カナダ建国 150 周年記念企画展「カナダ先住民の文化の力 
――過去、現在、未来」 
2017 年 10 月 7 日（土） 講師：岸上 伸啓（民博教授）  参加人数：35 名 

第 70 回 開館 40 周年記念企画展 アイヌ工芸品展「現れよ。森羅の生命（いのち） 
――木彫家 藤戸竹喜の世界」 
2018 年 3 月 3 日（土）  講師：齋藤 玲子（民博准教授）  参加人数：50 名 

 
④｢国立民族学博物館友の会｣体験セミナー 
第 75 回「三次の鵜飼漁見学と広島県の民俗芸能に出会う」 

【シリーズ：川とともに生きる――日本の鵜飼探訪 第 2 弾】 
実施日：2017 年 7 月 22 日（土）、23 日（日）[2日間・広島県] 
講師：卯田 宗平（民博准教授） 
   葉杖 哲也、田邊 英男（以上、広島県立歴史民俗資料館学芸員） 
参加者数：25 名 
日本国内 11 箇所でおこなわれている鵜飼漁。生業鵜飼の名残の伝える三次鵜飼を見学し、あ
わせて日本有数の神楽どころである広島県北部の民俗芸能について理解を深めた。 
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第 76 回「世界的嗜好品、コーヒーを知る 

――発祥の地、アラブのコーヒー文化と UCC コーヒー博物館見学」  
実施日：2017 年 10 月 18 日（水）[兵庫県神戸市] 
講師：西尾 哲夫（民博教授）協力：UCC コーヒー博物館 
参加者数：22 名 
レクチャーで、発祥の地アラブのコーヒー文化に着目するとともに、ブレンド体験、展示見学
をとおして、世界各地の人びととコーヒーとの多様なかかわり方を垣間みた。 

第 77 回「植物から博物学の世界を知る――東京大学総合研究博物館見学」 
実施日：2018 年 2 月 24 日（土） [東京都文京区] 
講師：大場 秀章（東京大学総合研究博物館特招研究員、東京大学名誉教授） 

          池田 博（東京大学総合研究博物館准教授） 
参加者数：30 名 
江戸時代の標本や本草図譜の解説や、現代の標本の管理方法などを見学することで、江戸時代
から現代に続く植物学の世界について理解を深めた。 

 
⑤｢国立民族学博物館友の会｣民族学研修の旅 
第 89 回「モンゴル、遊牧の民に出会う 
     ――揺籃の地オルホン川上流域と草原都市ウランバートルを訪ねる」 

実施期間：2017 年 8 月 7 日（月）～14 日（月）[8 日間・モンゴル国] 
講師：小長谷 有紀（人間文化研究機構理事・民博併任教授） 

        イチンホルローギーン・ルハグワスレン（モンゴル科学技術大学教授） 
参加者数：21 名 
遊牧民の興亡に歴史を物語る史跡が点在するオルホン川上流域、国の人口の半数が暮らす首都
ウランバートルを訪ね、歴史背景とともに遊牧民の暮らしについて理解を深めた。 

第 90 回「インドネシア、ニアス島とスマトラ島北部の住まいを訪ねる」 
実施期間：2018 年 3 月 10 日（土）～18 日（月）[9 日間：インドネシア] 
講師：佐藤 浩司（民博准教授） 
参加者数：25 名 
インドネシアの多様な伝統家屋には配置や方位、装飾などに人びとの世界観をみることができ
る。ニアス島とスマトラ島を訪ね、住居見学とともに人びとの暮らしに親しんだ。 

 
⑥｢国立民族学博物館友の会｣午餐会 
第 202 回「文明の転換点における人類学」 

2017 年 7 月 6 日（木） 
講師：𠮷田 憲司（民博館長）  参加者数：20 名 
人類の文明はいま、大きな転換期を迎え、異なる文化を尊重しつつ、ともに生きる知恵が求め
られている。このような時代における国立民族学博物館の役割について考えた。 
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国立民族学博物館開館・友の会発足 40 周年記念事業 ｢みんぱく大集合｣ 開催概要 
 
開催趣旨： 
国立民族学博物館開館及び友の会発足40周年を迎える節目の2017年に、文化人類学・民族学の研究セン
ターであるみんぱくが将来にわたって取り組むべき研究課題と、その成果を社会に普及していくうえでの
役割について、一般公開型の記念対談、また会員対象の研究者との交流会等を開催することにより、多く
の方々の関心を深めていただき、みんぱくとその研究分野の存在意義について考えていただく機会を提供
した。 
 
開 催 日：11月4日（土） 
会  場：国立民族学博物館 講堂 他 
主  催：千里文化財団 
共  催：国立民族学博物館  
 
開催内容：プログラム  

11：00-12：00 見学会 1（友の会会員限定） 
   企画展、新着資料展示、収蔵庫、梅棹資料室 

12：00-13：00 休憩 
 13：30-15：00 記念対談「文化人類学と霊長類学─人類文化の普遍性をさぐる」 

話者：𠮷田 憲司（民博館長）× 山極 壽一（京都大学総長） 
 15：30-16：30 見学会 2（友の会会員限定） 
   企画展、新着資料展示、収蔵庫、梅棹資料室 
 17：30-19：00 研究者と会員の交流会（友の会会員限定） 

□ 記念対談： 
挨拶）小山修三 千里文化財団理事長 

 対談）文化人類学と霊長類学―人類文化の普遍性をさぐる 
    𠮷田 憲司（民博館長）、山極 壽一 京都大学総長） 

人類は霊長類として進化する過程で、仲間と共存する知恵を獲得してきたと考えられてい
る。様々な価値観が交差する現在、ヒトとサルはどこまで同じでどのように違うのか、人
類文化の普遍性と独自性について、霊長類学の知見をヒントに考えた。 

 
     会場：講堂  
     参加人数：413 名 

 
 □ 友の会会員限定見学会（定員：各15～30名）（4グループ2部制） 
     《「企画展」「新着資料展示」「収蔵庫」「梅棹資料室」》施設見学 
    企画展、新着資料展示、収蔵庫、梅棹資料室の 4グループ、午前・午後の 2回にわけて、 
    館内研究者の解説のもと、施設見学会を実施した。 
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 A）開館 40 周年記念・カナダ建国 150 周年記念企画展 
 「カナダ先住民の文化の力―過去、現在、未来」岸上実行委員長による展示説明 

    解説：岸上 伸啓（民博教授/実行委員長） 
 会場：企画展示場   参加人数：午前 16 名、午後 6名 
 企画展示場内で資料解説をおこなった。 

   B）開館 40 周年記念新着資料展示「標 交紀（しめぎゆきとし）の咖啡（コーヒー）の世界」 
    解説：菅瀬 晶子（民博准教授/実行委員）実行委員 

 会場：ナビひろば   参加人数：午前 6名、午後 10 名 
    展示会場で資料解説をおこなった。 

   C）収蔵庫見学 
    解説：園田 直子（民博教授）、西澤 昌樹（企画課 標本資料係長） 
    会場：第 5セミナー室、収蔵庫入口 参加人数：午前 22 名、午後 21 名 
    セミナー室で民博に資料管理について園田教授より解説。その後収蔵庫入口に移動し、第 1 
    収蔵庫を解説用スペースから見学、収蔵方法について西澤係長より解説をおこなった。 

   D)梅棹資料室 
    解説：飯田 卓（民博准教授/梅棹資料室室長） 
    会場：梅棹資料室   参加人数：午前 14 名、午後 14 名 
    梅棹アーカイブズの概要、資料室の役割・管理方法について解説をおこなった。 
 

□ 研究者と友の会会員の交流会 
   会場：みんぱくレストラン 参加人数：33 名 
   会員と研究者を交えて懇親の場を設けた。 
  参加者には記念品として、カレンダーと展示案内（後者後日発送）を贈呈した。 
 

広報（新聞掲載） 
・ 朝日新聞：2017 年 10 月 4 日、12 月 14 日 
・ 産経新聞：2017 年 10 月 12 日 
・ 京都新聞： 
 
上記記念事業の他、国立民族学博物館開館・友の会発足 40 周年記念事業として協力、実施した
主な内容 
 
1）2017年度ウィークエンド・サロンを共催で開催し、当日運営をおこなった。 
2）機関誌『季刊民族学』開館40周年記念号を編集発行した。 
   (表紙には｢国立民族学博物館開館40周年、友の会発足・本誌創刊40周年｣を記載) 
3）開館40周年式典・祝賀会の開催協力をおこなった。 
4）上記式典での記念品として、本館展示の新版『展示案内』の編集協力、手ぬぐいの企画及び 
   製作をおこなった。 
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   別紙 5 - 1 
 

カレッジシアター「地球探究紀行」開催内容 
 
開催期間：2017 年 4 月～2018 年 3 月 
会場：あべのハルカス近鉄本店ウィング館 9Ｆ「スペース 9」） 
主催：産経新聞社   
共催：近鉄文化サロン、スペース 9 
特別協力：国立民族学博物館   

千里文化財団 （企画コーディネイト、当日運営協力） 
 
2017 年 1）4 月 12 日（水）「南太平洋の文化遺産――宣教師ブラウンとそのコレクション」 

  講師：林 勲男（民博教授）   参加人数：28 名 
2）4 月 19 日（水）「太平洋の探検家――朝枝利男の探検と生涯」 
  講師：丹羽 典生（民博准教授）   参加人数：29 名 
3）5 月 10 日（水）「マヤ民族とフェアトレード・チョコレート」 
  講師：鈴木 紀（民博准教授）   参加人数：35 名 
4）5 月 24 日（水）「イタリアの家族と結婚」 
  講師：宇田川 妙子（民博准教授）  参加人数：33 名 
5）6 月 14 日（水）「ドイツのパンを味わう」 
  講師：森 明子（民博教授）   参加人数：46 名 
6）6 月 28 日（水）「豊かに老いる社会――アメリカやヨーロッパの事例から」 
  講師：鈴木 七美（民博教授）   参加人数：36 名 
7）7 月 12 日（水）「セネガルのガラス絵とその変遷――歴史と生活を記憶する」 
  講師：三島 禎子（民博准教授）   参加人数：25 名 
8）7 月 26 日（水）「エチオジャズの世界的展開」 
  講師：川瀬 慈（民博准教授）   参加人数：31 名 
9）9 月 13 日（水）「南アジアの人びとの移動を言語に見る」 
  講師：吉岡 乾（民博助教）   参加人数：45 名 
10）9 月 27 日（水）「インドの日常茶飯――食事と娯楽」 
  講師：三尾 稔（民博准教授）   参加人数：43 名 
11）10 月 11 日（水）「インドネシアの伝統芸能ワヤン」 
  講師：福岡 正太（民博准教授）   参加人数：25 名 
12）10 月 25 日（水）「ベトナム、黒タイのいろり」 
  講師：樫永 真佐夫（民博教授）   参加人数：38 名 
13）11 月 8 日（水）「誰がために涙をためる――涙壺をめぐる文化考」 
  講師：山中 由里子（民博准教授）  参加人数：19 名 
14）11 月 22 日（水）「中東の宗教的マイノリティ」 
  講師：菅瀬 晶子（民博准教授）   参加人数：31 名 
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別紙 5 - 2 
 
 
2018 年 15）1 月 10 日（水）「みんぱくの台湾研究」 

  講師：野林 厚志（民博教授）   参加人数：44 名 
16）1 月 24 日（水）「マイナス 30 度の世界に生きる――狩猟民チュクチの暮らし」 
  講師：池谷 和信（民博教授）   参加人数：30 名 ※あべのハルカス 25F 会議室 
17）2 月 14 日（水）「伝承される民族衣装のいま――中国の多様性とファッション」 
  講師：横山 廣子（民博教授）   参加人数：30 名 ※あべのハルカス 25F 会議室 
18）2 月 28 日（水）「シルクロードのオアシス都市――ウズベキスタンの発掘調査から」 
  講師：寺村 裕史（民博助教）   参加人数：39 名 
19）3 月 14 日（水）「日本の鵜飼文化」 
  講師：卯田 宗平（民博准教授）   参加人数：22 名 
20）3 月 28 日（水）「アートと人類学のあいだ――私の履歴書、人文科学の今」 
  講師：吉田 憲司（民博館長）   参加人数：28 名 
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 別紙 6 - 1 
 
 

国立民族学博物館 巡回展「イメージの力」開催報告 
 
 

1. 名 称 石川県立歴史博物館 夏季特別展 
     「イメージの力 ―国立民族学博物館コレクションにさぐる」 

2. 概 要 国立民族学博物館は、1974 年の創設以来、世界各地の諸民族の文化の研究を進めるとと
もに、世界各地の人びとが生み出した生活用具や造形を収集・展示してきた。現在、収集資料の総点
数は約 34 万 5 千点にのぼり、そのコレクションの規模は、20 世紀後半以降に築かれた民族史コレ
クションとしては、世界最大となっている。今回の展覧会「イメージの力」は、国立民族学博物館の
コレクションのなかから世界各地の造形を精選し、人類の生み出したイメージの喚起する感覚や効果、
すなわちイメージの働きや享受のありかたに普遍性があるかを検証しようとするものである。 

3. 主 催 石川県立歴史博物館、国立民族学博物館、千里文化財団 

4. 開催期間 2017 年 7 月 22 日（土）～9月 3 日（日） 44 日間 

5. 開館時間 9:00～17:00（入館は閉館の 30 分前まで）毎週金曜日、及び瀬戸内国際芸術祭期間中
（11/6 まで）の土曜日は 19:30 まで 

6. 会 場 石川県立歴史博物館〈〒920-0963 石川県金沢市出羽町 3－1〉特別展示室（409.63
㎡）・企画展示室（274.42 ㎡）・ギャラリー（76.22 ㎡） 

7. 展示点数 355 点 

8. 企 画 国立民族学博物館 国立新美術館 日本文化人類学会 

9. 観 覧 料 一般 800(640)円、大学生 640(510)円、高校生以下無料 
※（ ）は 65 歳以上、20 名以上の団体の料金 

10. 入場者数 4，883 人 

11. 関連事業  
講演会 「イメージの力をさぐる ──国立民族学博物館から」 
講 師：𠮷田 憲司（国立民族学博物館館長） 
日 時：7月 23 日（日）13:30～15:00 
会 場：石川県立歴史博物館ワークショップルーム 
共 催：国立民族学博物館友の会   
聴講者：40 名（無料） 
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ワークショップ 「光織りなす布 インド伝統のミラー刺繍を体験！」 
講 師：上羽 陽子（国立民族学博物館准教授） 
日 時：8月 5 日（土）10:00～15:30 
会 場：石川県立歴史博物館ワークショップルーム 
対 象：一般    
参加者：20 名（有料 500 円） 

 
ワークショップ「神様、妖怪はどんな顔？世界にひとつだけの仮面作り」 
日 時：8月 6 日（日）、13 日（日）、20 日（日）、27 日（日） 9:00～12:00 
会 場：石川県立歴史博物館 歴史体験ひろば 
参加者：合計 238 名（無料） 
 
ワークショップ「アマメハギの仮面にハンズオン！」 
日 時：8月 30 日（日）、11 月 20 日（日） 13:30～ 
会 場：石川県立歴史博物館 歴史体験ひろば 
参加者：合計 380 名（無料） 
 
展示解説 
日 時：8月 6 日（日）、20 日（日） 13：30 より 30 分程度 
会 場：石川県立歴史博物館特別展示室・企画展示室 
参加者：6日 18 名、20 日 27 名（無料〈特別展観覧券要〉） 

 

12. 広報 
   ・北国新聞（ウェブ版含）掲載： 7 月 15 日、20 日、22 日、23 日、24 日、 

     8 月 3 日、6 日、10 日、14 日 
   ・北陸中日新聞 掲載： 8 月 13 日 
   ・読売新聞 掲載： 8 月 5 日、23 日 
   ・テレビ金沢（夕方ニュース、夕方ニュース特集）：7月 22 日、8 月 4日 
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Ｉ　資産の部 円
１．流動資産

（１）　現金預金 18,898,268 15,550,315 3,347,953
（２）　未収入金 21,564,571 18,636,211 2,928,360
（３）　貯蔵品 39,471,100 44,304,283 △ 4,833,183
（４）　前払費用 1,721,878 1,721,715 163
流動資産合計 81,655,817 80,212,524 1,443,293

２．固定資産
基本財産
（１）　基本財産特定資産 25,500,000 25,500,000 0
基本財産合計 25,500,000 25,500,000 0

その他の固定資産
（１）　車輌 33,322 137,000 △ 103,678
（２）　什器備品 656,325 344,600 311,725
（３）　電話加入権 594,951 594,951 0
（４）　差入保証金 1,100,000 1,100,000 0
その他の固定資産合計 2,384,598 2,176,551 208,047
固定資産合計 27,884,598 27,676,551 208,047

資産合計 109,540,415 107,889,075 1,651,340

増減
ＩＩ　負債の部 円
１．流動負債

（１）　未払金 94,145,162 97,253,233 △ 3,108,071
（２）　前受金 0 850,000 △ 850,000
（３）　預り金 267,204 271,394 △ 4,190
流動負債合計 94,412,366 98,374,627 △ 3,962,261
負債合計 94,412,366 98,374,627 △ 3,962,261

ＩＩＩ　正味財産の部
正味財産 15,128,049 9,514,448 5,613,601

負債及び正味財産合計 109,540,415 107,889,075 1,651,340

当年度 前年度

当年度 前年度

貸借対照表

増減

円

2018年３月３１日 現在

科目

科目

円 円

円



  

 
■2017 年度理事会及び評議員会の開催状況 
 
□理事会 
 
第 24 回理事会（2017 年 6 月 16 日開催 ※書面）での審議事項 

第 12 回評議員会は出席予定の数名が欠席となり、みなし決議に切り替えて開催することとなり、招集に
よる審議に替えて、下記の通り諮り全員が了承した。 

  審議事項： 第 12 回評議員会のみなし決議での開催及び付議議案について 
   付議議案  第 1 号議案 2016 年度事業状況報告について 
            第 2 号議案 2016 年度収支決算報告について 
            第 3 号議案 任期満了に伴う評議員の選任について 
            第 4 号議案 任期満了に伴う理事の選任について 
            第 5 号議案 任期満了に伴う監事の選任について 

    
第 25 回理事会（2017 年 6 月 28 日開催 ※書面）での審議事項 

任期満了による理事の選任が第 12 回評議員会で決議され、代表理事（理事長）、及び業務執行理事（専
務理事）の選任について諮り、下記の通り諮り全員が了承した。 

  審議事項： 第 1 号議案 代表理事（理事長）の選任について     小山修三 ※重任 
           第 2 号議案 業務執行理事（専務理事）の選任について    久保正敏 ※重任 
 

第 26 回理事会（2017 年 10 月 6 日開催）での審議事項 

半期毎の事業状況報告及び追加事業について諮り、報告事項とともに承認された。 

  審議事項： 第 1 号議案 2017 年度上半期実施事業報告について 
第 2 号議案 2017 年度下半期追加事業報告について 

  報告事項： 友の会制度リニューアルについて 
           2018 年度事業計画（案）について 
           国立民族学博物館開館・友の会発足 40 周年事業について 
 
第 27 回理事会（2017 年 11 月 15 日開催 ※書面）での審議事項 

ハラスメント防止等に関する下記の内容について諮り、下記の通り諮り承認された。 

  審議事項： 第 1 号議案 ハラスメント防止等に関する規程（案）について   
           第 2 号議案 ハラスメント防止委員会の委員の選任について  
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第 28 回理事会（2018 年 2 月 26 日開催）での審議事項 

2018 年度事業計画及び収支予算等、下記の審議事項を諮り、報告事項とともに承認された。 

  審議事項： 第 1 号議案 2018 年度事業計画(案)について 
     第 2 号議案 2018 年度収支予算(案)について 
     第 3 号議案 第 13 回評議員会の招集及び付議議案について 

  報告事項： 理事長の辞任に伴う後任候補者の推薦について  
           国立民族学博物館友の会制度の改定について 
           公益財団法人の認定に向けた検討について 
           基本財産の繰り入れについて 

 
第 29 回理事会（2018 年 3 月 22 日（木）開催）での審議事項 

2018 年 3 月 31 日に辞任されることとなった小山修三理事長の後任として、理事長より推挙された中牧
弘允氏（吹田市立博物館館長）を理事長（代表理事）に選定することについて諮り、承認された。 

  審議事項： 理事長（代表理事）の選定について 
 
   
□評議員会 

    
第 12 回 評議員会（2017 年 6 月 27 日※書面）での審議事項等 

  審議事項： 第 1 号議案 平成 28 年度事業状況報告について 
第 2 号議案 平成 28 年度収支決算報告について 
第 3 号議案 評議員の選任について 
第 4 号議案 理事の選任について 
第 5 号議案 監事の選任について 

 
第 13 回 評議員会（2018 年 3 月 22 日※書面）での審議事項等 

  審議事項： 第 1 号議案 2018 年度事業計画(案)について 
      第 2 号議案 2018 年度収支予算(案)について 
  第 3 号議案 理事の辞任に伴う選任について 
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